
武吉氏寄贈の古瓦

飛鳥資料館

飛r~fi *，凶11は昭和54年 1 月 25 日 ， 武古道一氏 (神奈川県三浦郡お山IUI)よ り古瓦8点及び千葉

県竜刈守仏iïJi*~~造〈杏取秀r:ç製作〉を御智子 IWIいただいた。とのうち古瓦資料は ， 氏が|到@在[全の

折}官接されたもので，~~ ~' idiミケ，桧IIN古ーなど奈良県出土の資料を主とし，f也lζ大阪府，千葉!f.UL¥

土の資料を合む。こ こにその一部を和介し，武吉氏の御!?:立に報いたいと思う。

1. 奈良県以仙寺 いわゆる日句盟系の1)1.弁8弁注1iE文'lil)L瓦。須志賀lζ近いがL成で側めてIl容

赦。メL瓦広封/lj凹而を削って技伶する。和111廃寺，平吉追跡、lζ聞記例がある。

2. 千来県?なf{J寺 突 1' 1 '1 した外線 lζ 3 話:問をめぐらす山 111 寸・式の _qf.弁 8 弁辿:jl~ 文'i!1 丸瓦。 11 1 心

の迷子が大きく ， 迎弁の愉手fl*J~が失なわれ， 子弁も ~mい点などに独自性が認められる。瓦当以

而を上下lζ 2分する横一文字の箆11'引き沈紛がある。

3. 大阪府普正寺 平坦な外縁に 3ill聞をめぐらすlJi.弁8ti三llilpi文中lゾL瓦。芯正ミ?にはこの他

{ζ類似の瓦当文様のやl)L瓦が2極あるが，本例は全体lζ平板で問弁が相互{c.iiliなるなどJtl:も後

山のものであろう。 ;h瓦広li;白川町を削って接合する。瓦当ilri{とは木目の痕助、が著しい。

4. 奈良県桧限寺 6275G型式。以当以直|全休lζ接合枯土を 1}¥";足 して接合する。接合粘土の

剥雌而にはー惚羽J圧痕が残る。接合手法は藤原7~IlJJ土の6273Bの'，I;lj型作りのそれに類似する

が， 側而は丁寧なナデ淵伎を施すため '~;IH型合せ目な どの泌跡は認められなし 、。

5. 奈良県東大寺 6301C型式。いわゆる輿師寺式粁)L瓦のうち以も小振りのもの。興福_.Ij'と

平減宮lζ同箔例がある。注氾によれば滅的|泣から山土したというが，やや疑Igjがある。

6. 奈良県大安寺 ~j.弁か佐弁か表!lJが~~IY j lìffi 。 外 l三外縁は栄火。瓦当は}'μ 、 。 (大JU~ 潔)

武127氏干!lJ!首の71了瓦
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